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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年12月27日(2012.12.27)

【公開番号】特開2011-107424(P2011-107424A)
【公開日】平成23年6月2日(2011.6.2)
【年通号数】公開・登録公報2011-022
【出願番号】特願2009-262534(P2009-262534)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   5/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   5/14    １０１Ｅ
   Ｇ０３Ｇ   5/14    １０１Ｄ
   Ｇ０３Ｇ   5/00    １０１　

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月13日(2012.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性支持体と、該導電性支持体上に形成された中間層と感光層とを有する電子写真感
光体において、
　該中間層が、
　　ポリオレフィン樹脂と、
　　リチウムイオン、ナトリウムイオン、およびカリウムイオンからなる群より選ばれる
少なくとも１種の陽イオンと
を含有することを特徴とする電子写真感光体。
【請求項２】
　導電性支持体と、該導電性支持体上に形成された中間層と感光層とを有する電子写真感
光体において、
　該中間層は、
　　ポリオレフィン樹脂と、
　　解離によりリチウムイオンを生ずる塩、解離によりナトリウムイオンを生ずる塩、お
よび解離によりカリウムイオンを生ずる塩からなる群より選ばれる少なくとも１種の解離
により陽イオンを生ずる塩と
を含有することを特徴とする電子写真感光体。
【請求項３】
　前記ポリオレフィン樹脂が、下記（Ａ１）、（Ａ２）および（Ａ３）を有し、（Ａ１）
、（Ａ２）および（Ａ３）の質量比が下記の式を満たすことを特徴とする請求項１または
２に記載の電子写真感光体。
０．０１≦［（Ａ２）／｛（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）｝］×１００≦３０
５５／４５≦（Ａ１）／（Ａ３）≦９９／１
（Ａ１）：下記式（１１）で示される繰り返し構造単位
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【化１】

　（式（１１）中、Ｒ１１～Ｒ１４は、それぞれ独立に、水素原子、アルキル基を示す。
）
（Ａ２）：下記式（２１）または（２２）で示される繰り返し構造単位
【化２】

（式（２１）および式（２２）中、Ｒ２１～Ｒ２４は、それぞれ独立に、水素原子、アル
キル基、フェニル基または－Ｙ２１ＣＯＯＨ（Ｙ２１は、単結合、アルキレン基またはア
リーレン基を示す。）で示される１価の基を示し、Ｒ２５およびＲ２６は、それぞれ独立
に、水素原子、アルキル基またはフェニル基を示し、Ｘ２１は、－Ｙ２２ＣＯＯＣＯＹ２

３－（Ｙ２２およびＹ２３は、それぞれ独立に、単結合、アルキレン基またはアリーレン
基を示す。）で示される２価の基を示す。ただし、Ｒ２１～Ｒ２４のうち少なくとも１つ
は－Ｙ２１ＣＯＯＨで示される１価の基である。）
（Ａ３）：下記式（３１）、式（３２）、式（３３）または式（３４）で示される繰り返
し構造単位

【化３】

（式（３１）～式（３４）中、Ｒ３１～Ｒ３５は、それぞれ独立に、水素原子またはメチ
ル基を示し、Ｒ４１～Ｒ４３は、それぞれ独立に、炭素数１～１０のアルキル基を示し、
Ｒ５１～Ｒ５３は、それぞれ独立に、水素原子または炭素数１～１０のアルキル基を示す
。）
【請求項４】
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　前記（Ａ１）乃至（Ａ３）の質量比が下記の式を満たすポリオレフィン樹脂であること
を特徴とする請求項３に記載の電子写真感光体。
０．０１≦［（Ａ２）／｛（Ａ１）＋（Ａ２）＋（Ａ３）｝］×１００≦５
【請求項５】
　前記（Ａ１）、（Ａ２）および（Ａ３）が下記式（１１１）、（２２１）および（３１
１）で示される繰り返し構造単位又は下記式（１１１）、（２２１）および（３１２）で
示される繰り返し構造単位であることを特徴とする請求項３または４に記載の電子写真感
光体。
【化４】

【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の電子写真感光体と、前記電子写真感光体を帯電
する帯電手段、前記電子写真感光体上に形成された静電潜像をトナーで現像してトナー像
を形成する現像手段およびトナー像を転写材に転写した後の前記電子写真感光体上に残余
するトナーを回収するクリーニング手段からなる群より選ばれる少なくとも１つの手段と
を一体に支持し、電子写真装置本体に着脱自在であることを特徴とするプロセスカートリ
ッジ。
【請求項７】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の電子写真感光体、前記電子写真感光体を帯電す
る帯電手段、帯電された前記電子写真感光体に対して露光を行って前記電子写真感光体上
に静電潜像を形成する露光手段、前記電子写真感光体上に形成された静電潜像をトナーで
現像してトナー像を形成する現像手段および前記電子写真感光体上のトナー像を転写材上
に転写する転写手段を備えたことを特徴とする電子写真装置。
【請求項８】
　導電性支持体と、該導電性支持体上に中間層と感光層とを有する電子写真感光体を製造
する方法であって、
　ポリオレフィン樹脂と、
　解離によりリチウムイオンを生ずる塩、解離によりナトリウムイオンを生ずる塩、およ
び解離によりカリウムイオンを生ずる塩からなる群より選ばれる少なくとも１種の解離に
より陽イオンを生ずる塩と
　を含有する中間層用塗布液の塗膜を形成し、該塗膜を乾燥させて該中間層を形成する工
程を含む電子写真感光体の製造方法。
【請求項９】
　前記中間層用塗布液の固形分重量に対する前記陽イオンの含有率が、０．１ｍｍｏｌ／
ｇ以上１．０ｍｍｏｌ／ｇ以下である請求項８に記載の電子写真感光体の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００７】
　本発明は、導電性支持体と、該導電性支持体上に形成された中間層と感光層とを有する
電子写真感光体において、該中間層が、ポリオレフィン樹脂と、リチウムイオン、ナトリ
ウムイオン、およびカリウムイオンからなる群より選ばれる少なくとも１種の陽イオンと
を含有することを特徴とする電子写真感光体に関する。
　また、本発明は、前記電子写真感光体と、前記電子写真感光体を帯電する帯電手段、前
記電子写真感光体上に形成された静電潜像をトナーで現像してトナー像を形成する現像手
段およびトナー像を転写材に転写した後の前記電子写真感光体上に残余するトナーを回収
するクリーニング手段からなる群より選ばれる少なくとも１つの手段とを共に一体に支持
し、電子写真装置本体に着脱自在であることを特徴とするプロセスカートリッジに関する
。
　さらには、本発明は、前記電子写真感光体、前記電子写真感光体を帯電する帯電手段、
帯電された前記電子写真感光体に対して露光を行って前記電子写真感光体上に静電潜像を
形成する露光手段、前記電子写真感光体上に形成された静電潜像をトナーで現像してトナ
ー像を形成する現像手段および前記電子写真感光体上のトナー像を転写材上に転写する転
写手段を備えた電子写真装置に関する。
　さらには、本発明は、導電性支持体と、該導電性支持体上に中間層と感光層とを有する
電子写真感光体を製造する方法であって、ポリオレフィン樹脂と、解離によりリチウムイ
オンを生ずる塩、解離によりナトリウムイオンを生ずる塩、および解離によりカリウムイ
オンを生ずる塩からなる群より選ばれる少なくとも１種の解離により陽イオンを生ずる塩
とを含有する中間層用塗布液の塗膜を形成し、該塗膜を乾燥させて該中間層を形成する工
程を含む電子写真感光体の製造方法に関する。
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